
福島の環境影響評価を総合的に行う
包括的評価システムの整備

（環境動態部門）

東日本大震災における原発事故により放出された放射性物質の動態や生活環境への影響が懸
念される中、調査研究により得られた知見を住民に適時適切に、かつ分かりやすい形で提示
することが求められた。そのため、包括的評価システムと題し、調査結果やそれによって得
られた知見を取りまとめた情報サイトの整備を行った。

福島における放射性物質の影響を適切に判断するため
には、データや調査研究に基づき得られた知見と、環
境中の放射性物質や空間線量率のモニタリングデータ
の双方が必要と考えられた。そのため、ポータルサイ
トとして福島総合環境情報サイトFaCE!S（フェイシ
ス）を整備し、そのコンテンツとして根拠情報Q&Aサ
イトと放射性物質モニタリングデータの情報公開サイ
ト(EMDB) の２つのウェブサイトを整備した。

福島総合環境情報サイトFaCE!S

根拠情報Q&Aサイトは、主に放射性物質の環境動態
に係る知見を整理・提供した。知見を一般向けから
専門家向けに段階的に整理し、根拠情報も辿れるよ
うにしたものである。JAEAの成果のみならず、環境
創造センターで協同する福島県や国立環境研究所が
得た知見も含め、住民の疑問に答えるように知見を
整理した。令和6年10月時点で170記事を公開した。
根拠情報Q&Aサイトは令和7年度以降F-REIへ移管し
ている。

EMDBは、原子力規制庁や東京電力ホールディングスをはじめとする様々な機関が取得・公開しているモニ
タリングデータを収集・整備して公開しているウェブサイトである。EMDBでは、利用者自らが求めるデー
タを検索し、地図上で表示し、時系列グラフを表示し、またはデータをダウンロードして用いることがで
きる。令和6年10月時点で、約6,800万件のデータを登録した。

根拠情報Q&Aサイト

放射性物質モニタリングデータの情報公開サイト(EMDB)

JAEA 〇長尾 郁弥

• 環境動態研究で得られた知見をQ&A形
式で提示

• 利用者の知識レベルに合わせた階層構
造
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経時変化、深度分布などデータに応じた表示が可能

https://emdb.jaea.go.jp/emdb/


